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明を行ったものである（第 1 章）。 
日本の沿岸域や中国沿岸域などでアカエイ類の採集を行うため，2003 年から徹底したフィ
ールド調査を繰り返した。採集した標本の外部・内部形態を詳細に計測し，検討した結果，こ
れまでに，全 12 種のアカエイ属魚類を確認することができた。また，日本には少なくとも 11 種
が生息することを明らかにした。これまで採集例が少なかった種や分布域が拡大した種など新
たな知見を蓄積した（第 2 章）。2 種のアカエイ属魚類について分類学的検討を行ったところ、
外部形態が種間で極めて良く似ていたためこれまでにアカエイと誤同定されていた Dasyatis 
sp.を見出すことができ、詳細に検討した結果、これは未記載種であることがわかった。シロエイ












ことから、有明海を代表する魚類の一つであることを明らかにした（第 4 章）。 




の産仔数は 4～25）。アカエイの妊娠期間は約 3 ヶ月であるのに対し、発生に diapause（休眠





の一つであると思われた（第 6 章）。これらの結果を総合的にまとめ考察した（第 7 章）。 
 
 
